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府特産ぶどう粒々入り飲料が完成、ラベルデザイン学生に感謝状を贈呈 

 

地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所では、全国第３位の生産量を誇るぶどう

‘デラウェア’の生産振興・需要拡大を図るため、羽曳野市のぶどう生産者および飲料受託製

造会社とともに粒々の果肉が大量に入った２種類の飲料を商品開発しました※。 

商品ラベルは、ぶどう生産者や当研究所と同じ南河内地域にキャンパスを置く大阪芸術大学

の学生に制作を依頼しました。大阪芸術大学では、産学連携プロジェクトとして、企業が開発

中の商品のデザインを制作する授業を行っており、今回のぶどう飲料２種類では１３名の学生

により、２６種類のラベル案が制作されました。 

このたび、選定されたラベルの印刷が完了し、商品を販売開始できるようになりましたので、

ぶどう生産者らからデザインを考案した学生に感謝状と完成商品を下記の式典において贈呈

することとなりました。 

 

※ 大阪府立環境農林水産総合研究所は、粒々入り飲料の核となるデラウェアの皮剥き技術

を発明し（図１）、特許を出願しました。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 効率的なぶどう果実の皮剥き技術 

 

 

 

記 

 

 日時：平成２８年１１月２６日（土） 午前１１時から１２時まで 

 場所：大阪芸術大学 （大阪府南河内郡河南町東山469） 

 １０号館デザイン棟１階「プロジェクトルーム」 

 次第：１．完成した商品の試飲会 

２．感謝状及び完成商品の贈呈 

 ラベルデザイン：図２および図３（２ページ目）を参照 

 参画機関：ぶどう生産・商品企画･･･葡萄園たちばなや（羽曳野市駒ヶ谷1018-1） 

 飲料開発･･･（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所（羽曳野市尺度442） 

ラベルデザイン･･･大阪芸術大学（南河内郡河南町東山469） 

飲料受託製造･･･株式会社北岡本店（奈良県吉野郡吉野町上市61） 

 

 

地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所 

食の安全研究部 食品技術グループ 担当：橘田、谷本 

TEL：072-979-7063 FAX:072-956-9691  

茹でると
果皮が裂ける

物理的衝撃で
果皮を剥がす

果肉と果皮を分ける
技術で容易に回収

果皮は廃棄



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 農業者が販売する飲料      図３ 飲料受託製造会社が販売する飲料 

     「羽曳野ぶどうジュレ」         「デラリカ」 


